
 

 

 

 

 

 

子どもも紫外線対策を 
紫外線は、水面や地面、アスファルトなどにも反射します。頭上からだけでなく、下から受ける紫外線も

注意が必要です。首や耳の後ろなど、うっかり日焼けしやすいところもきちんとケアしましょう。 

お⺟さんと⼀緒にお出かけをしている子どもたちは大人と同じ量の紫外線を浴びてしまいます。 子どもの肌
は発達途中です。紫外線に対して無防備なままだと肌トラブルが起きやすくなってしまいます。 

大人だけでなく、子どもも紫外線対策をすることがとても重要です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

答えは      はい 

 

紫外線は、大人も子供も赤ちゃんもみんなに降りそそぎます。 

でも、赤ちゃんは自分で紫外線対策をする事ができません。 

しかも、大人に比べて肌のバリア機能が未発達な状態のため 

素肌に紫外線を浴びてしまうと肌を傷つけてしまいます。 

守るためには紫外線に直接肌をさらさないことが大事です。 

日やけ止めを塗って防ぐのはもちろん、衣類や帽子も上手に 

利用して肌を守りましょう。 

また、この季節たくさん出ている日やけ止めにはいろいろなタイプが 

あります。外で遊ぶときは、赤ちゃんの肌を考えて作られているか、 

使いやすいかなどチェックするのも大切です。 

 

紫外線から守る 

外からの影響を受けやすい赤ちゃんの肌を紫外線から守ってあげましょう。 
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日焼けしやすい額・

鼻・頬などは特に念入

りに。首・耳の後ろ、

肩・手足の甲なども忘

れずに、2〜3 時間お

きにつけ直すように

しましょう。 

汗をかいたり、タオ

ルで拭いた後はで

きるだけすみやか

につけ直しましょ

う。 

「皮膚トラブルを防ぐ乳幼児スキンケア」参照 

落とすときは、石けん

をよく泡立てて、強く

こすらないように丁

寧に洗いましょう。 

質問 
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